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主な内容

本年も社会福祉協議会の主旨に
ご賛同賜り、社会福祉の充実を
願って、賛助会員の募集をいた
しております。民間社会福祉事
業をご理解いただきまして、お
互いの幸せのためにお力添えを
賜りたいと思います。

賛助会員加入のお願い

大鐸地区 親子料理教室
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土
庄
町
社
会
福
祉
協
議
会

副
会
長

佐
々
木
邦
久

副
会
長
就
任
あ
い
さ
つ

副
会
長
就
任
あ
い
さ
つ

副
会
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

土
庄
町
議
会
の
教
育
民
生
委
員
長

と
し
て
副
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。

　

地
域
に
活
力
が
あ
り
、
元
気
に
毎

日
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り

を
皆
で
考
え
、
実
行
に
移
す
の
が
こ

の
協
議
会
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
町
制
60
周
年
の
年
に
あ

た
り
、
町
は
色
々
な
行
事
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
60
年
前
を
振
り
返
っ
て

み
ま
す
と
、
大
鐸
小
学
校
の
同
級
生

は
約
60
名
い
ま
し
た
。
両
親
は
毎
日

農
作
業
で
，
子
ど
も
達
も
家
に
帰
る

と
手
伝
い
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
は
そ
の
年
代
に
育
っ
た
人
達
が

地
域
を
守
り
、
維
持
し
て
い
ま
す
。

人
口
の
減
少
が
進
み
空
き
家
が
増
え

淋
し
い
地
域
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

行
政
だ
け
で
の
福
祉
事
業
は
難
し

い
と
こ
ろ
が
あ
り
、協
議
会
の
活
動
、

役
割
は
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
ま
し
た

 

平
成
27
年
6
月
23
日
小
豆
島

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
田
甫 

勇
会
長
）
よ
り
土
庄
町
社
会
福

祉
協
議
会
に
対
し
て
介
助
型
車

い
す
を
２
台
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
か
ら
今
ま
で
に
、

車
い
す
を
は
じ
め
、
シ
ル
バ
ー

ホ
ン
、
自
動
血
圧
計
な
ど
数
多

く
の
介
護
用
品
を
寄
贈
頂
き
、

幅
広
く
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

車
い
す
は
外
出
や
通
院
等
で

介
助
を
必
要
と
す
る
町
民
の
方

に
、
１
ヶ
月
以
内
の
貸
出
し
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
ま
し
た

小
豆
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
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車
い
す（
介
助
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土
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２
月
24
日
、
土
庄
町
総
合
福
祉
会

館
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
講
師

２
名
を
招
き
、
災
害
に
関
す
る
基
礎

知
識
や
、
発
災
〜
避
難
生
活
〜
支
援

物
資
の
活
用
と
い
っ
た
災
害
に
よ
る

段
階
の
変
化
に
沿
っ
た
学
習
を
し
ま

し
た
。

　

研
修
に
は
、
社
協
分
会
の
役
員
や

小
豆
島
青
年
会
議
所
な
ど
か
ら
70
名

が
参
加
し
、
宮
城
県
石
巻
市
で
の
実

体
験
の
紹
介
な
ど
も
交
え
た
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
災
害
時

の
様
々
な
場
面
で
自
分
は
ど
う
す
る

べ
き
か
、
真
剣
な
雰
囲
気
の
中
で
積

極
的
に
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

災
害
時
に
役
立
つ
工
夫
例
な
ど
を
学

ぶ
こ
と
で
、
緊
急
時
の
混
乱
を
最
小

限
に
し
、
地
域
力
を
高
め
る
研
修
と

な
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
皆
さ
ん

に
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
17
日
、
小
豆
島
青
年
会
議
所

（
Ｊ
Ｃ
）
が
主
催
で
、
小
豆
島
ふ
る
さ

と
村
体
育
館
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
運
営
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、

災
害
に
よ
っ
て
被
害
を
被
っ
た
住
民

や
、
地
域
の
生
活
再
建
を
支
援
す
る

た
め
に
開
設
さ
れ
る
機
関
で
す
。
両

町
社
協
が
共
催
で
、
約
40
人
が
参
加

し
、
被
災
者
か
ら
の
依
頼
を
受
け
る

ニ
ー
ズ
受
付
班
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受

付
班
、
資
材
貸
出
班
に
分
か
れ
そ
れ

ぞ
れ
の
班
で
の
流
れ
を
体
験
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
災
害
時
に
は
判
断
や

行
動
に
ス
ピ
ー
ド
を
求
め
ら
れ
る
場

合
が
多
い
た
め
、
周
囲
の
状
況
を
よ

く
見
て
臨
機
応
変
に
対
応
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｃ
と
社
協
、
地

域
住
民
や
民
生
委
員
等
の
顔
の
見
え

る
関
係
づ
く
り
が
で
き
、
災
害
時
の

対
応
力
を
高
め
る
研
修
に
な
り
ま
し

た
。

石
巻
市
民
か
ら
学
ぶ
!!

支
援
を
活
か
す
地
域
力

来
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震

に
備
え
る

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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予算総額
30,500千円

平成26年度
土庄町社会福祉協議会一般会計決算報告

土庄町社協はこんな事業をしていきます土庄町社協はこんな事業をしていきます土庄町社協はこんな事業をしていきます

法人運営
13,063千円

企画・広報
事業
191千円

心配ごと
相談事業
110千円

ボランティア
活動事業
162千円

福祉推進
支援事業
1,036千円

共同募金
助成金事業
1,322千円

シルバー
人材センター事業
3,981千円

チャリティー
事業
731千円

ふれあい
サービス事業
1,704千円

生活福祉資金
貸付事業
150千円

法人運営
13,063千円

企画・広報
事業
191千円

心配ごと
相談事業
104千円

ボランティア
活動事業
162千円

福祉推進
支援事業
1,106千円

共同募金
助成金事業
1,322千円

福祉サービス
利用援助事業
4,379千円

福祉サービス
利用援助事業
4,379千円

シルバー
人材センター事業
3,981千円

チャリティー
事業
731千円

ふれあい
サービス事業
1,704千円

生活困窮者自立
相談支援事業
3,607千円

生活困窮者自立
相談支援事業
3,607千円

生活福祉資金
貸付事業
150千円

法　人　運　営
企画・広報事業
心配ごと相談事業
福祉推進支援事業
ボランティア活動事業
共同募金助成金事業
福祉サービス利用援助事業
シルバー人材センター事業
生活福祉資金貸付事業
チャリティー事業
ふれあいサービス事業

会計単位及び経理区分名

一　　般　　会　　計

収入決算額
一 　 般 　 会 　 計

支出決算額 次期繰越額
15 , 2 9 9 , 8 2 3
1 6 0 , 0 0 0
6 6 , 0 0 0
8 6 7 , 4 0 1
1 2 0 , 2 0 0
1 , 3 8 2 , 4 4 8
4 , 3 6 7 , 5 0 0
4 , 7 0 0 , 0 0 0
1 4 1 , 1 6 0
7 8 6 , 5 0 1
1 , 8 9 7 , 4 1 4
2 9 , 7 8 8 , 4 4 7

1 3 , 8 5 6 , 5 3 7
1 4 5 , 8 4 3
6 6 , 0 0 0
8 2 8 , 3 4 4
4 0 , 3 4 8

1 , 3 8 2 , 4 4 8
3 , 7 9 9 , 5 5 6
4 , 6 4 6 , 1 0 9
1 4 1 , 1 6 0
1 9 1 , 9 0 9
1 , 3 9 6 , 7 2 7
2 6 , 4 9 4 , 9 8 1

1 , 4 4 3 , 2 8 6
1 4 , 1 5 7

0
3 9 , 0 5 7
7 9 , 8 5 2

0
5 6 7 , 9 4 4
5 3 , 8 9 1

0
5 9 4 , 5 9 2
5 0 0 , 6 8 7
3 , 2 9 3 , 4 6 6

（平成27年度予算）

（単位：円）

サービス区分間繰入金
2,620千円含む（ ）
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香川おもいやりネットワーク事業が7月から始まりました

香川版「福祉でまちづくり」香川版「福祉でまちづくり」香川版「福祉でまちづくり」香川版「福祉でまちづくり」
◇人と人をつなぎ、ふだんのくらしを支えます◇

　この事業は、「生活のしづらさ」を抱え支援が必要なのに、どの制度からも援助してもらえない「制度の狭間」
で悩んでいる方々を対象としています。県内社会福祉協議会が、相談窓口となり、地域全体で支える仕組みづく
りを進めています。
　民生・児童委員、社会福祉法人施設、関連団体、社会福祉協議会が地域の皆様と協力して、①総合相談  ②地
域における権利擁護の推進  ③居場所づくり に取り組んでいき、見守り体制の推進や関係機関とのネットワー
クづくりを図っていきます。
　地域の皆様と共に、顔の見える関係づくりを広げて、支援が必要な方々がなんらかの制度につながり、地域で
安心した生活を送っていけることを目指しています。

香川おもいやりネットワーク事業の仕組み香川おもいやりネットワーク事業の仕組み香川おもいやりネットワーク事業の仕組み

総合相談支援・機能

社会福祉協議会

民生委員・児童委員

社会福祉法人・施設

居場所づくり地域における権利擁護の推進

住民主体の地域づくり
支援、まちづくり

それぞれが持つ機能を地域の中で生かす取り組み

困りごとに気がつき、つなぐ、見守る

地域の課題を解決する仕組みづくり

　

ひ
ま
わ
り
会
は
、
女
性
の
民
生
・

児
童
委
員
だ
け
で
構
成
さ
れ
た
会
で

す
。
月
１
回
〜
２
回
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
毎
月
、
小
豆
島
老
人
ホ
ー
ム

に
行
っ
て
話
し
相
手
に
な
っ
た
り
、

施
設
内
で
車
い
す
を
押
し
て
回
る
な

ど
の
奉
仕
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
昨

年
は
５
月
に
神
愛
館
・
ナ
オ
ミ
荘
・

み
く
に
園
、
６
月
に
は
遊
雅
・
は
ま

ひ
る
が
お
土
庄
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
年
に
１
〜
２
回
、
10
人

ほ
ど
が
集
ま
っ
て
赤
ち
ゃ
ん
の
マ
ス

コ
ッ
ト
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
赤

と
青
の
一
対
に
な
っ
た
マ
ス
コ
ッ
ト

人
形
で
、
赤
ち
ゃ
ん
が
健
や
か
に
育

つ
よ
う
願
い
を
込
め
て
丁
寧
に
作
っ

て
い
ま
す
。
町
内
で
赤
ち
ゃ
ん
が
生

ま
れ
た
家
庭
に
担
当
地
区
の
民
生
・

児
童
委
員
が
訪
問
す
る
際
に
お
祝
い

と
し
て
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
女
性
な
ら
で
は
の

視
点
と
感
性
を
生
か
し
た
活
動
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

代 

表  

一
田 

初
美

ひ
ま
わ
り
会

ひ
ま
わ
り
会

ひ
ま
わ
り
会

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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川
井
孝
夫

平成26年度共同募金（27年度使途分）報告
赤い羽根共同募金にご協力いただきありがとうございました

土庄地区（戸形）

渕崎地区

大鐸地区

北浦地区

四海地区

豊島地区

大部地区

土庄保育園

土庄町社会福祉協議会

土庄町社会福祉協議会

土庄町社会福祉協議会

土庄町社会福祉協議会

土庄町社会福祉協議会

土庄町社会福祉協議会

土庄町社会福祉協議会

土庄町老人クラブ連合会

土庄町身体障害者福祉会

小豆郡手をつなぐ育成会

土庄町民生委員児童委員協議会

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

施設対応事業

黒岩自治会集会所
床板改修事業
屋形崎自治会
物置設置事業
滝宮自治会

エアコン設置事業

平木自治会
物置設置事業

備品購入事業

施設対応事業

老人福祉大会開催事業
広報紙「友愛」36号の

発行事業

会報の発行・送付事業

保育園在園時のための
ベンチ購入事業
委員研修費・
福祉施設訪問活動

しめ飾り・
門松全戸配布事業

福祉のまちづくり事業

福祉だより「にじ」発行事業

老人給食サービス事業

米寿該当者記念品贈呈事業

11 土 庄 保 育 園

4 北 浦 地 区

団　　　体　　　名 使 途 内 容 配 分 金

合　　　　　計

198,000

90,000

72,000

109,000

121,000

161,000

84,000

70,000

30,000

25,000

48,000

100,000

56,000

395,000

318,000

231,000

135,000

99,000

88,106

2,430,106

サロン支援事業

昨年10月から皆様よりお寄せいただきました寄付金は下記のとおり助成します。（単位：円）

土庄町社会福祉大会開催事業

3 大 鐸 地 区

　

宇
宙
基
地
に
無
人
ロ
ケ
ッ
ト
で
確
実
に
物
資

を
送
る
。
ま
た
、
地
球
の
自
転
の
１
秒
遅
れ
を

知
る
こ
と
が
出
来
る
な
ど
、
科
学
の
発
展
は
目

覚
ま
し
い
ば
か
り
だ
。
だ
が
、
私
た
ち
の
体
内

を
巡
っ
て
い
る「
血
」は
未
だ
長
期
保
存
や
人
口

培
養
が
で
き
な
い
。
怪
我
や
手
術
等
で
血
液
を

必
要
と
す
る
人
が
多
い
の
に
、
こ
ん
な
に
科
学

が
進
ん
だ
今
で
も
、
残
念
な
が
ら
人
々
の
善
意

に
頼
る
他
は
な
い
。

　

今
年
の
２
月
26
日
の
四
国
新
聞
に
、
９
３
８

回
も
献
血
し
た
丸
亀
警
察
署
の
51
歳
の
課
長
さ

ん
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
献
血
で
き
る

70
歳
の
誕
生
日
の
前
々
日
ま
で
に
千
回
を
目
標

に
と
。

　

献
血
で
き
る
16
歳
か
ら
の
若
年
層
が
益
々
減

少
す
る
現
在
「
輸
血
用
の
血
液
が
不
足
し
て
い

る
」
と
、
度
々
報
道
機
関
か
ら
流
さ
れ
て
い
る
。

献
血
車
が
島
に
来
た
時
、
ま
た
高
松
に
出
か
け

た
時
に
、
ち
ょ
っ
と
献
血
ル
ー
ム
に
立
ち
寄
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
医
師
に
よ
る
問
診
や
、
簡
単

な
採
血
検
査
で
自
身
の
健
康
状
態
も
知
る
事
が

で
き
ま
す
よ
。
か
く
云
う
私
も
百
回
を
目
指
し

た
が
、
少
し
手
前
で
年
齢
オ
ー
バ
ー
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

気
軽
に「
献
血
」を

気
軽
に「
献
血
」を

気
軽
に「
献
血
」を

チ
ョ
ッ
と
一
言・

・
・
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香
典
返
し
や
、
そ
の
他
あ

た
た
か
い
ご
寄
付
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
紙
を
も
っ
て
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
、
受
付
順
） 

あ
た
た
か
い
善
意

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
平
成
27
年
2
月
1
日
か
ら
7
月
31
日
ま
で
）

あ
た
た
か
い
善
意

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
平
成
27
年
2
月
1
日
か
ら
7
月
31
日
ま
で
）

　
町
社
協
に
対
す
る
も
の

一
一
、〇
一
四
円	　
　
　
　
　
　
　

	

金
一
封　
　
　
　
　

	

小
豆
島
町

五
万
円　

西
崎
晃
尚	

　

柳

三
万
円　

須
浪
修
一	

小　

江

五
万
円　

藤
本
光
子	

見　

目

三
万
円　

髙
橋
政
憲	

肥
土
山

五
万
円　

高
橋
俊
江	

大
木
戸

　
土
庄
分
会
に
対
す
る
も
の

三
万
円　

山
本
美
代
子	

　

柳　

三
万
円　

畝
木
敏
和	

大
木
戸

三
万
円　

山
口
誠
一
郎	

　

柳　

三
万
円　

髙
橋
千
里	

小　

瀬

二
万
円　

福
本
光
浩	

小　

瀬

五
万
円　

西
瀧
章
男	

千　

軒

五
万
円　

木
村
清
仁	

東
之
町

三
万
円　

下
地
雅
憲	

東
之
町

三
万
円　

山
本
美
代
子	

　

柳　

五
万
円　

高
橋
俊
江	

大
木
戸

　
大
鐸
分
会
に
対
す
る
も
の

五
万
円　

藤
本
佳
鳳	

肥
土
山

三
万
円　

出
水
康
司	

肥
土
山

三
万
円　

佐
伯
正
博	

肥
土
山

二
万
円　

丸
山
英
彰	
黒　

岩

　
北
浦
分
会
に
対
す
る
も
の

三
万
円　

中
村
幸
治	

屋
形
崎

金
一
封　

濵
岡
博
之	

見　

目

五
万
円　

藤
本
光
子	

見　

目

三
万
円　

中
尾
芳
正	

馬　

越

　
四
海
分
会
に
対
す
る
も
の

三
万
円　

濵
中
誠
士	

伊
喜
末

三
万
円　

高
橋　

浩	

長　

浜

三
万
円　

江
岡
忠
博	

長　

浜

三
万
円　

山
本
隆
昌	

長　

浜

三
万
円　

石
井　

淳	

伊
喜
末

三
万
円　

岡
本
一
志	

長　

浜

一
万
円　

濵
中
誠
士	

伊
喜
末

二
万
円　

塩
田　

進	

長　

浜

三
万
円　

森　

達
男	

滝　

宮

三
万
円　

森　

正
俊	

滝　

宮

　
豊
島
分
会
に
対
す
る
も
の

二
万
円　

髙
田
宏
一	

唐
櫃
岡

三
万
円　

笠
井
恒
雄	

唐
櫃
岡

三
万
円　

矢
麥　

進	

家
浦
岡

三
万
円　

太
田
喜
美
子	

家
浦
岡

三
万
円　

久
岡
富
士
雄	

家
浦
岡

二
万
円　

樹
本
好
央	

家
浦
浜

三
万
円　

緋
田
勝
俊	

家
浦
浜

　
大
部
分
会
に
対
す
る
も
の

三
万
円　

岡
㟢
英
範	

琴　

塚

二
万
円　

木
村　

操	

名
古
屋
市

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

職
　
員
　
紹
　
介

土
庄
高
校
第
９
回
卒
業（
昭
和
33
年
）

商
業
科
喜
壽
同
窓
生
一
同

フ
ジ
モ
ト
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ス
実
行
委
員
会

山
本
直
子

八
木
妙
子

　

４
月
か
ら
始
ま
っ
た
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
制
度
に
関
す
る
業
務
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
周
囲
の
方
々
に
支

え
て
頂
き
な
が
ら
、
地
域
の
皆
様
と

共
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
務
を
担
当
し
て
お
り
ま

す
。
皆
様
に
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が

ら
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・



親子料理教室を実施しています親子料理教室を実施しています

　「地域で生活している高齢者がふ
れあいを通して生きがいを持ち、
仲間づくりの輪を広げるとともに
介護予防を行う」ということを目
的に、平成23年11月からサロンを
はじめました。肥土山老人クラブ
の下組の方15人～20人が集まり歌
を歌ったり、体操をしたり、手作
りのおやつを一緒に食べます。お
やつは地産地消で、毎回あるもの
を持ち寄ってスタッフが協力して
作ります。今回はトコロテンを
作ってみんなで食べました。見た

目にも涼しく、喉越しのよいトコロテンは、とても好評でしばし暑さを忘れるほどでした。
　パソコン操作の得意な人が、花の写真を絵はがきにしてくれます。みんな美しい花の絵はが
きを楽しみにしています。活動内容は毎回参加者の希望や意見を聞きながら決めており、肥土山
の歴史を聞かせて頂いたこともあります。
　毎回わきあいあいとした雰囲気の中、と
ても楽しんでいます。

参加者から一句
　　親しさの　友と一日の　夏の午後
　　　　　　　　　　　　　　 佐伯トエコ

　社協大鐸分会では、毎年夏休みに大鐸地区の小

学生親子を対象に親子料理教室を実施していま

す。今回の献立はドライカレー、野菜サラダ、フ

ルーツポンチです。

　子ども達は包丁を使うのに苦労しましたが、う

まく出来上がり、みんなで楽しく食べました。笑

顔いっぱいの料理教室でした。

表紙の紹介

土庄町社協だより『にじ』の印刷費の一部は共同募金助成金をあてています。

親子料理教室を実施しています

肥土山下組集会所　毎月10日
13時30分～15時30分　1回100円

肥土山下組老人クラブ肥土山下組老人クラブ

日サロン10日サロン10日サロン10


